
食
育
・
地
産
地
消
を

推
進
す
る
た
め
に

　
令
和
３
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第

２
次
舟
形
町
食
育
・
地
産
地
消
推
進

計
画
で
は
、「
舟
形
の
豊
か
な
恵
み
で

心
と
か
ら
だ
を
育
む
健
康
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
食
育
・
地
産
地
消

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
食
農
教

育
や
町
内
農
業
者
が
食
材
を
提
供
す

る
仕
組
み
の
構
築
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
産
地
消
の
推
進
や
農
家
の
顔

の
見
え
る
学
校
給
食
の
実
現
、
さ
ら

に
、
舟
形
の
食
材
か
ら
愛
郷
心
を
育

む
た
め
の
「
日
本
一
の
お
い
し
い
給

食
食
育
推
進
事
業
」
の
実
施
に
繋
が

り
、
食
と
農
へ
の
関
心
は
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
し
よ
う

　
ま
た
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
関
す

る
課
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
家
庭
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・

汁
物
を
基
本
と
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
し
て
い
る
方
の
割
合
は
、

小
・
中
学
生
は
60
．２
％
、
20
歳
以
上

は
77
．１
％
で
し
た
。【
グ
ラ
フ
２
】

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
「
体

を
動
か
す
、
つ
く
る
、
整
え
る
」
こ

と
が
で
き
、
元
気
で
病
気
に
な
り
に

く
い
体
に
繋
が
り
ま
す
。【
図
２
】

変
化
す
る
食
生
活
と

新
た
な
課
題

　
近
年
、
私
た
ち
の
食
生
活
は
、
家

族
揃
っ
て
の
「
共
食
」
か
ら
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
や
食

の
多
様
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
が
進
む
一
方
で
、
多
く
の
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。【
図
１
】

　
町
が
実
施
し
た
「
食
」と「
農
」
を

巡
る
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
よ
る
と
、
朝
食
摂
取
率
は
、

小
学
生
は
83
．１
％
、
中
学
生
は
78
．

８
％
で
あ
り
、
約
20
％
の
児
童
・
生

徒
が
朝
食
を
欠
食
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、「
食
欲
が
な
い
」

「
お
な
か
が
す
か
な
い
」
が
多
く
、

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
１
】

こ
れ
ま
で
の
結
果
と

未
来
へ
の
目
標

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
課
題
が
見

え
る
一
方
で
、
改
善
さ
れ
た
点
も
あ

り
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
食
事
や
運
動
を
実

践
し
て
い
る
方
の
割
合
は
、
令
和
２

年
度
と
比
較
し
て
約
15
％
増
と
な
り

ま
し
た
。【
グ
ラ
フ
３
】

　
さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
の
給
食
に

お
け
る
県
産
農
産
物
の
割
合
は
、
令

和
２
年
度
よ
り
約
５
％
増
と
な
り
ま

し
た
。【
グ
ラ
フ
４
】

　
第
３
次
舟
形
町
食
育
・
地
産
地
消

推
進
計
画
で
は
、
課
題
と
改
善
点
を

踏
ま
え
、
顔
の
見
え
る
「
農
業
」
で

食
を
支
え
、「
食
」
が
健
康
を
支
え
、

そ
し
て
「
健
康
」
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
が
、
改

め
て
食
や
農
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

食
卓
と
生
産
現
場
の
距
離
を
縮
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
連
携
し
て
食

育
・
地
産
地
消
に
取
組
む
こ
と
が
、

健
康
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「日本一のおいしい給食食育推進
事業」では給食をとおして郷土愛を
育む食育に取組んでいます。

【図２】バランスのとれた食事の例

ニラのほ場（福寿野地内）

副菜…ビタミンやミネラルなど
（野菜、海藻、豆類など）

主菜…たんぱく質など
（肉、魚など）

汁物…水分など
（味噌汁、スープなど）

主食…炭水化物など
（ご飯、パンなど）

　「共食」には、コミュニケーションが増え
る、規則正しい食事に繋がる、食への関心が
高まるなど、さまざまなメリットがあります。

45 広報ふながた　R8.5 広報ふながた　R8.5

「食」と「農」を巡る現状に関するアンケート調査結果（令和７年７月実施、有効回答総数547件）

【図１】家族揃っての食事（共食）

き
ょ
う
し
ょ
く

【グラフ４】
給食における県産農産物の使用割合

【グラフ３】
生活習慣病予防のための食事や運動を実践している

63.7%

【グラフ２】
家庭でバランスのとれた食事をしている

【グラフ１】
児童・生徒が朝食を食べない理由

（県内平均は山形県｢学校給食における
県産農林水産物の利用状況調査結果｣より抜粋）

令和７年度

58.1%

令和２年度

71.2%

（全国平均は農林水産省｢食事に関する意識調査｣より抜粋）
令和７年度

56.9%

令和２年度
■小･中学生　■20歳以上 ■小学生　■中学生

60.2%

77.1%

45.5%

令和７年度

食欲がない

目標値
（80%）

朝食を食べない
児童･生徒の約70%

目標値
（80%）

全国平均
（63%）

県内平均
（52%）

目標値
（60%）

57.1%

27.3%おなかがすかない 14.3%

27.3%時間がない 14.3%

0.0%その他 14.3%


